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図1．基調講演
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川 口 　 浩 太 郎  他
授業の有用性について、また、今後の卒前・卒後教育
のあり方として、法人内で臨床力の優れたPT・OT
の養成が重要であることをご講演いただいた。
　様々な立場から、卒前・卒後教育を考える中で、現
在、法人として取り組んでいる「多職種連携教育」の
重要性を再確認することができ、臨床実習で指導する
立場にあるセラピストを臨床現場、教育現場の医療者
がどのように養成するかについて、緊密な連携やシス
テムの構築、またそのシステム等の再検討が重要であ
ることを共通認識として確認できた。
Ⅲ　参加状況
　参加者は211名であった。参加者の内訳は、学校法
人兵庫医科大学太城力理事長、学校法人兵庫医科大
学3施設教職員、学校法人兵庫医科大学連携病院の会
リハビリテーションスタッフ、兵庫医療大学リハビリ
テーション学部実習施設および卒業生の勤務する施
設、兵庫医療大学の学生・大学院生などであった。
Ⅳ　今後の展望
　今回で10回目を迎えた合同セミナーは、例年とは
趣向を変えたプログラムで開催された。参加者は学校
法人兵庫医科大学内の教職員・学生に加え、関連施設
や周辺施設から多数の参加者があり、これからの医療
人・セラピスト育成について、講演内外で活発かつ発
展的な議論が交わされていた。
　今後も引き続き、学校法人兵庫医科大学内リハビリ
テーション関連施設の教職員は協働し、臨床を基盤と
し共同研究を含めた臨床研究を通じて、3施設の「臨
床・研究」の関係性をより深めるとともに、臨床実習
をはじめとする「教育」においても具体的な発展に繋
げていくことが重要であると考えられる。
　本法人で行っている医学教育、特に「多職種連携教
育」は全国的に見ても特徴的なカリキュラムであると
言える。このような「多職種連携教育」にならって、
医療者の発言だけではなく、リハビリテーション学部
学生を交えた討議や、医学部生、看護学部生、薬学部
生も交えた新たな展開を模索する時期に来ているかも
しれない。
謝辞
　このたび、第10回合同セミナー実践報告をまとめ
るに当たり、ご協力を頂いた兵庫医科大学ささやま医
療センターリハビリテーション室、兵庫医療大学リハ
ビリテーション学部、兵庫医科大学リハビリテーショ
ン医学教室および兵庫医科大学病院リハビリテーショ
ン部のスタッフの皆様に深謝いたします。
